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個別化教育の輪を広げるために

会長 染田屋謙相

（染田屋会長）

全国個別化教育研究連盟の設立総会も無事終り、その活動の第一歩をふみ出しました。連盟が挺生するまでに

は、顔問の北澤、河野両先生はじめ、多くの方々から温かいお力i恭えと励ましを頂き、心から感謝申しあげてお

ります。 6 月 30 日には会場の金沢小学校に全国から 500有余の方々がお集まりを頂き、 「指導の個別化、学習の

個性化のありかた」について熱心な研究・協議がなされ、全個教連の発足に花を添えて頂いたこーとは、終生、忘

れ得ぬ感激でした。

連盟は今後、全国各地域の支部を中心にして、組織の拡大と、個別化教育研究の普及、惜報交換につとめるこ

とになりました。理事各位におかれましては、一府のご協力を賜わりますようお顔いいたします。全国各地域で

個別化教育の輪は大きく広がリつつありますが、それとともに個別化教育に対する疑問や批判の声も聞えてまい
ります。その多くは、アメリカやイギリスで行なわれているオープンエデュケーションをそのまま実施するので

はないかと言う疑念から出ているように思われます。プログレッシピズムに基づく教育がともすると、基礎学力

の低下を招くという批判を一概に否定するものではありませんが、本辿盟の提咄する個別化・個性化教育は、基

礎・基本を重視し、一人ひとりの子どもに応ずる指導のありかたを探っていこうとするものであると言ってよい

でありましょう。一人ひとりの子どもの学習成立を保障するものが、個別化教育と考えてよいのではないでしょ

うか。．したがって、基礎学力の低下は考えられませんし、また、あってはならないと思います。

いずれにしても、個別化教育によって基礎学力が身につき、個性や能力に応ずる学習が行なわれることが望ま

しいと思います。そして、そのことがわが国の教育の画一性、硬直性を打破してい〈ことにつながってい〈ので

はないかと思います。個別化教育に日夜、努力されている現培の先生がたは、実践の中からつぎつぎと、そのよ

さを発見するとともに、教育のむずかしさを悟っていかれると思います。その場合、多くの同志と悩みを語り合

い、問題の解決をはかってい〈ことが大切であ＇）ましょう。個別化教育を実践に打ち込む現堪の先生がたの連帯

と友梢の深まることを願ってやみません。 （東京都板橋区教育委貝会教育長）

（加藉副会長）
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「個別化教育」に向って

前進しよう

副会長 加藤幸次

ある学校に行きましたら、＇「生徒一人ひとりを大切に

する学習指導のあり方」という研究テーマがかかげられ
ていました。改めて、読み直してみて、実におかしな気

持になりました。こんな研究テーマをかかげては、親が
学校に‘'どなり込んで’’くるのではないか、と思いまし

た。まるで、この学校では、今まで生徒一人ひとりを大

切にしてこなかったように聞えました。

今さら首うまでもないことですが、教育は生徒一人ひ

とりの中に成立してこそ意味があるはずです。教師にと

って、すべての生徒が大切なはずですし、親の立揚から

すれば、どの子も｀｀且に入れても痛くない’'ほど可愛い
存在です。だれ一人無視してよいわけがありません。

にもかかわらず、現実の教育をみると、必ずしも、す

ペての生徒に満足の行く教育を施してきた、とはいえな

い悩みがあります。よく知られているように、 ‘'落ちこ

ぽれ”て行く生徒がいます。授業がよくわからないとい

って、やがて、非行に走って行く生徒がいます。この現

実を無視できない、と思います。

くり返しますと、 「生徒一人ひとりを大切にする」こ

とは、教育の本質です。だれ一人疑わない原理だと確信

します。何か、今頃になって気づいたことに、うしろめ

たさを感じます。

幸い、いろいろな条件がよくととのってきました。学

校の施設・設備をとっても、今日ほど、恵まれた時代は

ないと思います。教材・教具も、実に、豊かにな＇）まし

た。戦後と述い、紙は充分ありますし，コビーの技術も

格段と進みました。市販教材もいくらでもありますし、

教師が教材を自作する技術もすばらしく進展してきまし

た。その上、今後、ますます、生徒の数が滅少し、クラ

ス定貝も少なくなることが期待されます。

必要なことは、わたしたち教師の意識改革です。伝統

的な学習指導を見直す勇気が、今こそ、必要だと思いま

す。そして、教育実践に対する情熱と努力です。時間や

エネルギーなしに、どうにもなりません。

わたしたち「全国個別化教育研究連盟」の会貝は、「生

徒一人ひとりを大切にする」という教育の本質に向って、

努力して行きたいと思います。この道こそ今後の教育の

方向に違いない、と確信しています。

（国立教育研究所 主任研究官）

宣

個別化教育発会に思う
副会長伊藤一郎

去る 6 月 30 日は、個別化教育連盟の記念すぺき発会式
でした。私も午前中、短時間でしたが、板橋区立金沢小
学校の先生方の授業を参観させてもらいました。

6 年生が「縮図・拡大図」の算数学習をしていました。
最終段階で、パソコンに自分の測定した数値と、計算結
果を入れると「せいかいです」とか「おおきすぎます」

等の表示が出てきます。子ども達は、沢山の参観者がい
ても、その正誤の表示に何等わるぴれるところなく、自

分の課題の解決に更に突き進む様子が見られました。

今日、教育は冬の季節にあり、中学生の非行とか、問

題行動は、まだまだ沈静化してきたとは申せません。こ

の原因とか対策等が、いろいろ論じられ、発表されてい

ますが、その中でも、最も重要な一つは、 「授業」にあ
ると考えます。しかも、子ども達はひとりひとり個人差
があるという、明確な認識にたつ授業にあると思います。

この平凡なことが大切なわけで、個別化教育連盟の将来

への期待は大きなものがあると考えます。

皆さん共々、大いに努力して盛り上げましょう。

（東京都目黒区教育委員会教育長）

待望の全個教連発足をよろこぶ
岐阜県揖斐郡池田小学校長 杉公厩l 勝杓台

全国個別化教育研究連盟の盛大な発足を心から喜ぶも

のであります。私達は全国各地にあって、さまざまな地

域の実態に立ち、物的にも心的にも異なる条件の中で教

育実践を進めていまず。まさに悪戦苦闘の日々でありま
す。でも、教育の現状をふまえ、将来の洞察に立って一

人ひとりの個性能力の伸長を図り、生涯にわたる自己教

育力を培い豊かな人間性自主性創造性育成のために、学

習を子どもにかえし個に最適な教育を実践することは、

学校現場の喫緊の課題であるだけに教育道を歩む私達に

とって最大の喜ぴであります。

全個教連発足を機に金沢小学校に学ぴこれから全国の

会貝の皆様と相携えて指導の個別化・学習の個性化の実

践交流ができる共通の足場をもったことは本当にすばら

しいことであります。私見でありますが、年に何回かは

子どもの学習の姿を通して研究会をもち、実践交流をし

て、学習材の開発・教育経営理念・組織等一つでも袢益

し合い高め合っていきたいと切に願うものであります。

．私どもも加藤先生のご指導を頂いて 5 年目を迎えまし

た。来る 11 月 30 日曲全国の皆様にご参加いただいて、

第 2 回の発表会を持ちたいと存じております。追って案
内をさしあげます。ぜひご来校ご指導を賜わりますよう

お願い致します。 ありがとうございました。
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意を強くしました
愛知県海部郡弥富町立弥富北中学校

奥山修

r個別化教育」にとりくみだして日も浅く、不安を覚

えながら試行錯誤のくり返しで実践を積み重ねています。
そんな中で、第 1 回全国個別化教育研究大会に参加させ

ていただき、とても意を強くしました。全国に多くの仲

間がいることを知らされたことと、授業等を参観させて

いただき、·私の実践もまちがった方向には進んでいない

ということを確認できたからです。

私は、数学科で完全習得学習を試みていますが、学習

材の開発等、準備がたいへんで、何度も挫折しかかった

ことがありました。そんな中で、一斉画一授業だけの指

導では、どこがわからないのかもわからず、授業中ぽん

やりしていた生徒でも、能力差に応じたシート学習をと

り入れてからは、自分のわからないところがはっきり認

識できるようになって、 「僕は、ここがよくわからない

んだ。」「私は、ここが苦手です。」と、むしろ得意になっ

て首えるようになる姿を見て、それだけを励みにがんば

ってきました。それでも、知識や技能の定着度は高まっ

ているだろうかと不安な材料は残るのですが、研究大会

での熱海先生の御講演をうかがって、私の励みとしてい

たことが、 「個別化教育」の大きな成果のひとつである

ことを知って、今後の実践、研究に大いに意欲を燃やし

ているところです。

金沢小の研究に学ぶ
北海道教育大学附属中学校 ノ‘* 1彦ー一

金沢小学校に一歩足を踏み入れて駕いたことは、・すぺ
ての床面がカーペット敷きのソフト床になっていること

でした。そして、廊下の幅が広く、そこにはコンピュー

ターあり、 VTRあり、チェックカードや学習カードが

入っているケースありで、教室とともに学習活動ができ

るようになっていることでした。さらに、教室に入って

驚いたことは、机の配慨に工夫がされていたことでした。

コの字型あり、グループごとに集まっているものあり、

一人机ありで、その向きも窓向き、廊下向きなどさまざ

までした。この素晴しい環境や工夫をどう授業で生かし、

指導の個別化と学習の個性化を図るのか、注目しながら

授業を参観させていただきました。

五年生の算数では、 「三角形と四角形の面積の求め方」

について学習していましたが、たくさんあるケースの中

からある者は学習カードを引き出し、ある者はヒントカ

ードやチェックカードを用いて、そしてある者はVTR

を自分で操作し、もう一度、底辺と高さの関係を調ぺて

いました。教室の中には、相談コーナーが設けられ、教

師が相談を持ち込んできた児窟にアドバイスをしていた

姿が印象的でした。いずれの授業も児窟はワークスペー

スを充分に活用し、自分にあった方法で自ら学習してお

り、その其剣な顔は、今でも忘れられません。

本校も「個性を生かした教育」に取 I) 組んで 2 年目にな

ります。今回の研究会で、すすむ道に迂を強く致しました。

個別化。個性化の花ひらく一一大会レポート一―

6 月 30 日、東京地方に大雨菩報が出されていた前日ま

での豪雨はうそのよう、朝から久しぶりの太腸が顔をの
ぞかせている好天に恵まれた。校庭の緑がまぶしいほど

の輝きを見せとても美しい。いや、それよりも、多くの

お客様を迎える PTA父母の方々、金沢小学校の先生方

の顔が実に晴ればれとしている。

受付．案内・下足の世話・荷物預り・接待•それに校

外の案内まで、 PTAのお母さんたちが緊張しながらも

実に明る＜整然としかもこまねずみの如く働いている姿

に圧倒された。あるお母さんにうかがってみた。

‘‘日ごろの先生方のご努力にお報いしたいの一念です。”

役貝、委員の方々だけでなく、一般のお母さん方 100名

がグループを組んで仕事をしているとのことである。こ

の光漿からも、学校と家庭との連携の姿がしのばれる。

学校を信頼している協力の営みは実に素晴らしいもので

ある。

校舎に足を踏み入れる。あちらこちらからカメラのシ

ャッターの音が聞かれる。カーペットが1）放きつめられた

ソフト床、壁面の見事なデザイン、マルチパーパス、ワ

ークスペースなどにフラッシュの閃光が浴ぴせられてい

く。校舎の機能の更新を考え、教育の場の創造を願う参

会者の意識の表明をそこに見る感じがする。

子どもたちがみんな明るくのぴのぴしているのに篤か

される。お客様に対するあいさつが実にすがすがしい。

徳性の基本が身についているのはあいさつに限らない。

持ち物の整とんから、便所のサンダルの揃え方まで実に

整然としている。平素の積み重ねの指導の微底ぷりをそ

んな場面でも肌に感じられるのである。

‘‘ちょっと恥ずかしいけれど、うれしい。’’

｀｀緊張しちゃいそうで心配です。”

感想をたずねるインターピューに明るい笑顔の中から伯

ぎれのよい子どもたちの声がはねかえってくる。先生方

も、忙しいであろう筈なのに、子どもたちとの会話が実

にていねいである。個別化の精神が授業以外．の会話の中
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に浸透している姿勢に、さわやかな感銘を受ける。

午前10時、いよいよ公開授業の開始である。 1 年の社

会科では、校庭の施設や道具など‘‘みんなでつかうもの＇’

の観察、教室での絵図の作成に個別化が取り入れられて

いる。 ‘‘これが 1 年生？＂の商たんのささやきが参観の

先生の口からもれる。事実、どの子どもも課題の対話以

外の会話はなく、黙々と、しかも喜々とじて作業に取り

組んでいる。学習意欲の旺盛なー場面をつぷさに見た。

典味•関心のうずまく授業が2 学年の理科で展開され

ていた。 ‘｀水にとけるもの'’では材料を個々に、しかも

悶店に準備されている。オJLの配甜の工夫、ワークスペー

スの利用等により、子どもたちが理科室での実験以上の

活動をしている。学年のどの先生とも気軽に相談したり

実験の経過を話しかけたりできる課題別グループ編成の

学習形態の効用を目のあたりにした。

3 年理科‘‘カ~がみと虫めがね’'の学習は、中庭と第 2

オープンルームで行われていた。ひとりひとりの子ども

に学習カードを持たせ、課題を絶えず意識化させる窓図

がうかがえ、子どもの歓声·.t椅たんの声に参会の先生方

もうっとりとさせられた授業風景である。 ‘｀教材研究が

たいへんでしょうねェ”こんなささやきは、授業を構成

し、見事に展開する先生方への畏敬のささやきであろう。

TP シート、カラーポード、 VTR など機器を適切に

生かした授業を 4 学年の算数に見た。 ｀｀ウーン、これな

らよく理解させられるなァ．I" うなって感心する先生。

5 年は学級ごとに搾放•国語・社会の授業が行われて

いる。学習カード、ヒントカード、チェックカード、学

習の手びきなどOll迂工夫がなされ、子どもたちのノート

をカメラに収めるフラッシュがまぷしい。国語授業の中

からのスナップ。「やった」ととぴ上がる子、「この答え

しかないはずだ」熱気にあふれる光禁である。

つまずき別に役割分担して個別指導の強化、能率化を

はかっている 6 年生の算数の授業。ワークシー 1• 、学習

計画書、作図用紙など学閻を促す補助教材の利用のほか、

パソコンを躯使する子どもたちの手ぎわのよい操作に、・

参観の先生方の人垣ができている。 ‘‘この学校の子は幸

せだなあ’'のささやきがあちこちからもれている。

学年ごとの学習材の整理も参観者の関心を梨めている。

‘‘いやあ、実にすばらしかった”‘‘感服しました。さすが

は金沢小です。”｀束京もやるねェ‘'感想の一部である。

午前10時55分、研究発表会・研究協議会が始まった。

板橋区教育委員会教育長染田屋謙相先生の、新しい授業

の創造・個人差に応じた教育の必要性、個別化教育の狐

要性に触れたあいさつ、板橋区教育会長福田安夫先生の

個別指導実践に感銘を受けた感想、全国個別化教育連盟

が板橋の地で誕生するよろこぴを述ぺたあいさつに続き

研究発表となる。本日の発表全に至る研究経過報告で9:
学年の協力の煎要性が語られ、マスタータイム・オープ

ンタイムの状況説明のあと、授業改善の基本的考え方が

披露された。個人差のとらえ方｀指導法の工夫など苦心

の研究の梢み重ねがOHPによって明確に説明され、参

会の先生方のペンがさかんに動いている。

次いで研究協識会に入る。上板橋第二小坂田校長の明

快な司会により、個別化をすすめる上での問題点、ひと

リひとりを高める教師の考え方｀地域への啓蒙の方策、
子どもたちの変容をどうとらえるか等、活発な質疑と確

固たる応答が続けられた。特に学習教材の開発にあたっ

てのポイントなど殺重な説明で協語は高潮した。加藤幸

次先生から現代の学校教育はこれでいいのか、何とかし

なければ…という悲痛の叫ぴに満ちた酪評、都教委•島

津忍主任指導主平先生及び板棉区教委指導室長松澤剛先

生の諸評のあと、金沢小松崎二葉校長より、模索の喜ぴ

苦しみの体験、学校の伝統への思いをはせたこと、志を

同じくする多くの方々への謝辞で午前の個別化教育研究

発表大会を終えた。

コ＿ルプルニエと名づけられたママさんコーラスは、

その名の通リフランス料理にも似て格調が濶い。 PTA

のお母さん方の手つ＇〈りのカレーライスをほおばりなが

ら数々の名曲を楽しむユニークな丑の休憩風崇である。

午後 0時40分全国個別化教育研究連盟設立総会の開砒

鴫根消某部長の開会の言葉；加藤幸次先生より発起人代

表のあいさつのあと、木下研究副部長が設長に選出され

談平にはいる。松崎事務局長の一括提案が万場の拍手で

承認され連盟が誕生したのである。役貝代表としてあい

さつに立った染田屋会長の言葉の一言ひとことに設立ま

での労苦と挺生の喜ぴがしのばれ、会員の胸を打つもの，

が感じられた。高木理事の閉会の首葉で設立総会がとど

こおりなく終了したのである。

北は北海道、南は沖縫に至る文字通り全国から参会さ

れた先生方、本当にご苦労さまでした。それにしても、

450 名に及ぶ参会者に関係者一同の喜びは大きく、今後

の賀任の瓜大さをかみしめている。

このあと文部省初等中等教育局小学校課長熱海削夫先

生の記念講柑（会があった。

（編漿部梅川）
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記念講演の要旨「今f恥力学校教育の課題」

（熱海課長）

I はじめに

先生は、臨教審の動きにからめて、全国個別化教育研

究連盟の設立が、きわめて意義深いものであると、まず

述べられた。つづいて中教審の宿艤経過報告にふれられ

きょうは、おおむね、これを中心に話しをするとの迂図

の表明があった。

II 中教審の審語経過報告の概要の紹介

l.「自ら考え正しく判断する子どもの育成」に対応する

人1川像として、 「物事に柔軟にかつ主体的に対応でき

る人間」ということをとりあげている。

2. この子ども像をめざす教育の直点として

(1) 自己教育力を育てる教育

ア．学習慈欲

イ．学習の方法

(2) 基礎·基本の1放底

(3) 個性や創造性の伸長

ァ．教え込み型からの脱皮

(4) 文化の伝統の期狐

が、とりあげられている。

3. 4 つの重点のほかの具体的な課題

(1) 義務教育の見直し

・画ー化の問姐・教育内容の完結性

・教育内容の多様化・弾力化

・小学校低学年の教科構成の問迎

・個別指導・グループ指導の梢極的な取＇）入れ

・体験的学習の強化

・補充指導のシステム

文部省初等中等教育局

小学校課長

熱海則夫先生

III 当面の課題

つづいて先生は、上記をふまえての当面の課題として

次の 3 点について熱心に説かれた。

1. 特色ある学校づくり

・教育改革の審識過程において、画ー化、硬直化につ

いての牧問が多い。文部省としては従来から個性的な

学校、特色ある学校を提唱している。

・学校の教育目標に明らかにして、カリキュラム化の

必要がある。

2. 魅力ある学校づくり

子どもにとって魅力のある学校の運営をしてほしい。

・人間性が大事にされる学校

・外に開かれている学柿

・子どもたちを多面的に見る学校

・遥切な表彰をする学校

・カリキュラムの改訂をする学校

カリキュラムの生活化

直接経験・体験の煎視·.適時性のあるしつけ

カリキュラムの総合化

カリキュラムの頂点化

3. 学習指導の改善

•主体的な学習態度の育成

自己評価の導入

子どもの活動性の確保

学習某団の人「』関係の重視

・個人差に応じた指導

事例集の活用

指導パターンの変革

教育内容の柔軟化・多様化

以上

熱海先生の記念講i寅は、全個教連の提咄する個別化・

個性化教育の研究推進や教育実践に共煎な指針とな＇）ま

した。このご示唆を今後の研究・教育実践に生かしてい

きたいと思います。なお、記念諧浪は長文の記録となり

ましたので、紙面の都合によ＇）その要旨のみの掲載とな

りましたことをお詫ぴいたします。

（紺巣部大谷はカ・）．
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全国個別化教育研究連盟会則

第一章名 称
第 1 条 この会は、全国個別化教育研究連盟と称する。

第二章目 的

第 2 条 この会は個別化教育の発展と普及に貢献し、研究遂行上必要な連絡と協力をひろく求めること
を目的とする。

第三章事 業

第 3 条 この会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
1.会貝相互の研究、実践上の連絡と協力の推進。

2. 研究発表会、研修会等の間催。

3. 会報、紀要等の刊行。

4. 関係機関、団体との連携。

5. その他この会の目的達成に必要な事業。

第四章方 針

第 4 条 この会は非宗教的、非政党的であって、教育研究を本旨とする自主的団体として活動する。

第 5 条 地域ごとに支部を結成して、支部単位の活動を行うことができる。

第五章会 貝

第 6 条 この会の目的に賛同し、個別化教育の研究、実践に従事するものまたは贅助するものをもって
会貝とする。

会貝は団体会貝と個人会員と賛助会貝とする。

第 7 条 会貝はこの会の行う事業に参加することができる。

第 8 条 会貝は会代を負担するものとし、会，ltは団体会貝は年頷 5.000円、個人会貝は年額 2.000円、

賛助会員は年額 5.000円とする。

第 9 条 会貝は会'R納入を怠った場合、会只としての取扱いを受けないことがある。

筍六・存役 貝

第 1 0 粂 この会のボ業を巡営するために、次の役貝をおく。．役貝は個人会貝のうちから選ぶ。

(1)会長 (1 名） (2) Mil 会長（若干名） （3) 理：＇ド（若干名） （4) 事務局U (1 名）

(5) 幹事（若干名） （6）監査 (2 名） （7) 顧問（若干名）

第 1 1 条 役貝の選出は、理｀ド会において行い、総会の承認をえて決定する。顧問は総会の承認をえて委

啜する。

第 1 2 条 この会の役員の任期は 2 年とし、留任を妨げない。但し制問はこの限りでない。

第七章会 議

第 1 3 条 捻会は、この会の最窃議決機関であって、年 1 回こi.L を開き、この会の頂要ボ項を審議決定す

る。

第 1 4 条 理事会は会長、副会艮、理事によって構成され、会の頂要事項を審誤する。 . 

第 1 5 条 幹取会は、会長、副会長、事務局長、同次長、幹事によって構成され、会の実務の推進に当た

る。

第八章会 計

第 1 6 条 この会の経nは、会冗その他の収入をもってあてる。

第 1 7 条 この会の会計年度は、毎年 4 月 1 日にはじまり、翌 3 月 31 日におわる。

第九章事務局

第 1 8 条 この会は会務の推進と連絡調整のため、事務局を会艮が指定する所におく。

第 1 9 号 事務局には、事務と事業推進のために次の部をおく。

第 2 0 条

第 2 1 条

第 22 条

(1) 庶務部 （2) 会計部 （3) 研究部 (4) 研修部 (5) 岨織部 （6) 紺某部

付 RIJ

本会則の変更は総会の決議による。
この会の述営に必要な細ttりは理事会が定め、総会に報告する。

本会RIJは、昭和59年 6 月 30 日より有効とする。
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全国個別化教育研究連盟役員組織

顧 問 束京郡立教'ff研究所所i·と

お茶の水女••f•大→F牧授

会 長 束京都板僑区教脊委H 会教百tt

副会妖

理 事

北澤

河野

染田屋

伊藤

加藤

紐道教育大学阻属釘98小学校叫紐大 竹

北海道教育大学附属釘柑中学校副校長豊 島

伊賀

村田

田元

束京都板僑区敦打委H会指導宛仕松 澤

松崎

森田

窟山県福光町立福光中部小牛校iく杉 本

岩間

松岡

東京都目黒区敦官委H会教汀長

国立教育研究所主任研究官

帯広市教育委只会教育tと

帯広市立明星小学校仕

札幌市立丘珠小学校托

束京都板僑区立金沢小学校托

富山以福光町教官委H 会教育tt

岐阜県池田町立宮地小学校任

岐＂t県池田町立池田小学校it

郎
男
相
郎
次
正
道
光
助
誠
剛
葉
作
博
義
治

吉
之
弥
重
嫌
順

幸

弘

二
消

隆
勝

理 事

事務局長

幹
監

事
査

59. 6. 30. 

高橋聞

荒木直

高＇木省

新美

服部

松島
神戸大学教nえi':部閉属住吉中学校刷校仕小 束

久利

荒木

前崎

安田

沖褐県具志Ill 市立中原小学校前校長平 良

松崎

静岡県品田市牧打委U全教W tと

静岡県島田市立初fr小学校妖

愛知県東浦町教育委貝会教育長

愛知県東浦町立緒Ill 小学校仕

愛知県弥窃町立弥百北中学校tと

神戸大学教和料部阻屈住吉中学校長

香川大学附属坂出中牛校屈IJ校長

福岡凩教打庁指i~第二課指導主事

福岡県久山町立久原小さY-.t交t£

沖織県具志Ill 市教育委H会軟育仕

束京都板橋区立金沢小学校長

別表事務局局H

東京都板僑区立金沢小学校『lt交仕

東京都目黒区立宮前小学校仕

山
行
本
徳

久

敏
文

治
三
成
和
健
良
男
隆
雄
登
偲
葉

敏
政
専
二

正
高
志
徳

全国個別化教育研究連盟事務局組織
59. 6. 30. 

—一庶務部

事
務
局
次
長
清
水

事
務
局
長
松
崎

会計部

·1---研究部

昭
（
志
四

葉
（
金
沢

研修部

—一組織部

編集部

部

副部長

" 
立
a

副部長

部

“ 

長

長

長

副部長

部長

副部長

部

副部長

” 

長

部

副部長

長

小
奥
佐
新
松
佐
坂
木
中
加
倉
大
田
岩
笠

嶋
梅
三

鷹
田
藤
井
山
藤
田
下
村
藤
上
原
村
木
原
根
川
谷

明

武

夫（上四）

哀（金沢）

男（若木）

久（板ー）

雄一（上板）

恵哲（志四）. 
鳩（上二）

靖正（赤塚）

満洲男（志ー）

満
邦
重
春

欣
三
恭

夫（板六）

保（赤塚新町）

夫（若葉）

太（北野）

夫（北前野）

雄（志村坂下）

ー（志六）

郎（三園）

平（上二）

橋

唐

高
田

増
新

渡

渡
大

本

木

田
中

田
田

辺

辺
谷

治

害
E
.. ‘` 

和
豊

典（板三）

進（志四）

惇（志三）

介（成増）

彦（指導室）

作（板三）

茂（志村坂下）

欽
消

ー（高五）

子（常盤台）

-7-



昭和59年度事業計画案

1. 組織の拡充

(1) 支部組織を地域ごとに作る。

(2) 会貝募集に協力する。

収入

項

^ コ

昭和 59 年度予算案

目 | 子算額 佃 考

個人 2000X120 
費 330,000 団体 sooox 18 

焚助 sooox 0 
補助金

゜2. 研究・研修活動の推進・ 雑収入 ~.ooo I 利子・その他

(1) 実践研究論文の募集
(2) 支部単位の研究活動の推進

(3) 研究資料紹介

^ Cl 支出

款 | 

叶 332.000 

項 目 子算額 I イ廂 考

事業費 I 170,000 

3. 会報の発行

(1) 2 号 (7 月発行の予定）

3 号 (11 月発行の予定）

4 号 (3 月発行の予定）

4. その他

総会費 20,000 

研究・研修活動費 30,000 

広報活動費 50,000 

研究発表会費 30,000 

渉外費 20.00.0 

会鰈費 20,000 

事務費 I 150.000 

印刷費 100,000 

通但費 30,000 

消粍品費 20,000 

子備費 I 12,000 

^ Cl 

gt 332,000 

注：会貝数が増加した時点で補正子冥を組む子定である．

事務局だより
1. ご参会ありがとうございました。

6 月 30 日の設立総会には、北から南から、多数ご参会

いただき、おかげさまで、所期の成果を収めることがで

きました。その概要は、本紙に渠録しました。不十分な

点もありましょうが、ご海容のうえ、お読みとりいただ

ければ幸いです。
2. 加入者急増中。

6 月 30 日には、多数の方にご加入いただきました。た

いへんありがとうございました。 59. 8. 1 現在の個人

会員数は、約 200名です。
会貝の方々が、’いろいろな機会に、ご勧誘いただくこ

とを期待しております。
3. 個人会費は、 2000円に決定
本紙P. 6 所戟の会則の第 8 条のように、個人会費は、

2000円になりました。本年度会費3000円の内金というこ
とで、 2000円お納めになった方々は、残金1000円のご納
入については、その必要がなくなったわけです。

4. 支部の結成を

連盟の性格上、各地域に、 「00支部」を作り、支部
ごとの活動をさかんにしていただくことが、たいへんよ

いと存じます。
理事の先生を中心に、地域ごとに、結成してください
ませんか。支部組織をとうするか、会費をいくら集める
か、どんな活動をするか等について支部としてのすべて
おまかせします。 ' , 

連盟会費を、 3000円から 2000円に値下げいたしました

のは、じつのところ「支部会費1000円」という動きも生

ずるかと思ってのことです。

5. 11 月 30 日倫には、池田小へ。

岐阜。池田小の研究発表会が、同封案内状のとおり開

催されます。
全個教連事務局といたしましても、パックアップした

いと存じております。ふるって参加いたしましょう。

6. 各地の動きを、お寄せください

いつ、どこで、なにが行われるか、できるだけ早く、
ご一報ください。

連盟としての対応を、可能なかぎりいたしたいと存じ

ます。支柑l；結成の動き、学校としての研究発表等、その
子定・経過・成果等を、本紙を通じて周知したいと存じ

ます。 （次号は、 3 学期に発行の予定）

7. 名簿の必要な方、ご請求ください
会貝名簿の原本は、できています。ご希望があれば、

コピーしてお送りします。 （いずれ、周知したいとは思

っていますが、急には印刷いたしかねますので。）
8. 連盟へのご用は•…••

お問合わせやご助言は

〒 173 東京都板橋区加賀 2 丁目 2 番 1 号
板橋区立金沢小学校
電話 (03) 964-3068 （校長室）
全国個別化教育研究連盟事務局長 松崎二葉

加入手つづきは．

〒 174 東京都板橋区小豆沢 4-13-1
板橋区立志村第四小学校
電話 (03) 966-3542 
全国個別化教育研究連盟事務局次長 清水昭
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